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周防大島町では、新町施行後はじめてとなる総合計画策定にあたり、町民の皆様のご意見
を幅広くお聞きし、住民と行政の「協働」によるまちづくりを推進するため、「周防大島町総
合計画審議会委員」を募集します。町民の皆様の積極的な応募をお待ちしております。

１　募集人数
○２名

２　応募資格
○周防大島町内に居住する人で満２０歳以上の方
○新町のまちづくり、地域づくりに関心のある方で、これからの町行政や施策について
町民の立場から建設的な意見を述べることができる方
○会議は原則平日の昼間に開催しますので、出席が可能な方

３　任期
○任命の日（３月中旬を予定）から２年間

４　応募方法
○申込書に住所、氏名、生年月日、連絡先電話番号および応募動機を記入し、次のテー
マに関する小論文（８００～１０００字程度）を添えて、申し込んでください。
なお、申込書、小論文ともに様式は問いません。
テーマ「私が町長なら　やりたいこと」
○応募は、郵送、持参のほか、ＦＡＸおよび電子メールにより受け付けます。
○申込書と小論文は返却いたしませんのでご了承ください。

５　募集期限
○平成１７年３月１４日（月）【必着】（郵送の場合は、当日消印有効）

６　選考方法
○書類選考により委員を決定します。
○選考結果は、３月中にご本人あてに通知します。

７　応募先
〒７４２－２１９２
山口県大島郡周防大島町大字小松１２６番地２
周防大島町総合政策課
（電　話）０８２０－７４－１００５（直通）
（ＦＡＸ）０８２０－７４－１０１６
E-mail  seisaku@town.suo-oshima.lg.jp

８　その他
○会議は原則として公開で行われます。
○審議会に出席した場合は、周防大島町の規定に
よる報酬と旅費が支給されます。
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平成１６年中、山口県内での振り込め詐欺の発生状況
○オレオレ詐欺　　約１００件（約１億５千万円の被害）
○架空請求詐欺　　約１２０件（約８千万円の被害）
○融資保証金詐欺　約２２０件（約１億２千万円の被害）

蘢　すぐに振り込まない
金融機関の閉店時間（午後３時

など）までにその日に振り込ませ
ようとする場合は「振り込め詐欺」
とみてまちがいありません。

蘢　一人で振り込まない
家族や近所の人、交番などに相

談しましょう。

「振り込め詐欺」の
被害にあわないために

「
オ
レ
オ
レ
…
」
と
子
供
ど
も
に
な
り
す
ま
し
て
、
交
通
事
故
の
示
談
金
や
借

金
の
返
済
な
ど
の
名
目
で
多
額
の
現
金
振
り
込
み
を
要
求
し
て
く
る
「
オ
レ
オ
レ

詐
欺
」
は
、
日
ご
と
に
手
口
を
変
え
て
き
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、

○
警
察
官
や
弁
護
士
に
な
り
す
ま
す

○
電
話
の
向
こ
う
で
効
果
音
な
ど
を
入
れ
て
現
実
性
を
増
す

○
あ
ら
か
じ
め
入
手
し
た
個
人
情
報
を
会
話
の
中
に
巧
み
に
使
用
す
る

な
ど
巧
妙
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
警
察
と
し
て
は
、
こ
の
様
な
事
案
を
総
称

し
「
振
り
込
め
詐
欺
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

蘢　家族との連絡を
家族を名乗る電話がかかってき

た時に確認するため、子どもや孫
など家族と連絡が取れるようにし
ておきましょう。

蘢　まず、冷静になって
「事故をおこした」とか「借金

を払わないと大変なことになる」
などと言われるとパニックを起こ
して冷静な判断ができなくなりま
す。急な振り込み請求を受けた際
には、まず冷静になりましょう。

◆
応
募
資
格

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
応
募

は
１
人
１
点
と
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

２
月
28
日
豺
ま
で

（
必
着
・
郵
送
の
場
合
は
同
日
消
印
有
効
）

◆
応
募
方
法

各
庁
舎
、
出
張
所
に
用
意
し
て
あ
る
応

募
用
紙
を
、
投
票
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

で
の
応
募
も
可
能
で
す
が
、
花
・
木
の
名

称
お
よ
び
選
定
し
た
理
由
、
住
所
、
氏
名

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
の
投
票
用
紙
で
な
く
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

◆
選
定
方
法

応
募
さ
れ
た
名
称
の
中
か
ら
、
最
多
の

名
称
の
花
・
木
を
そ
れ
ぞ
れ
「
町
花
」「
町

木
」
と
し
ま
す
。

◆
記
念
品

町
花
・
町
木
に
決
定
し
た
名
称
を
応
募

し
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
そ
れ
ぞ
れ
５

名
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

◆
発
表

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
記

念
品
受
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。
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平
成
17
年
４
月
以
降
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
お
よ
び
は
り
・
き
ゅ

う
等
施
術
費
の
助
成
制
度
を
利

用
さ
れ
る
場
合
は
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

４
月
以
降
も
引
き
続
き
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
、
こ

れ
か
ら
利
用
を
し
よ
う
と
す
る

方
は
、
利
用
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
現
在
ご
使
用

中
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
、
は

り
・
き
ゅ
う
等
施
術
料
金
割
引

証
は
４
月
以
降
ご
利
用
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成

高
齢
者
ま
た
は
障
害
者
の
社

会
参
加
の
促
進
や
通
院
等
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内

タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
の
一
部

（
基
本
料
金
）
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

◆
利
用
対
象
者
（
対
象
者
を
拡

充
し
て
い
ま
す
。）

80
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
身

体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、
療

育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
〜
３
級
を
お

持
ち
の
方
。

◆
内
容

町
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利

用
し
た
場
合
に
限
り
、
基
本
料

金
を
助
成
し
ま
す
。

◆
有
効
期
限

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

◆
申
請
手
続
き

○
場
所
／
各
総
合
支
所
総
合
窓

口
ま
た
は
各
出
張
所

○
持
参
す
る
も
の
　

・
身
障
手
帳
　
・
療
育
手
帳

・
印
鑑

◆
申
請
受
付
期
間

２
月
21
日
豺
か
ら
３
月
11
日
貊

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費
の

助
成老

後
の
生
活
と
心
身
の
安
定

を
図
り
、
健
康
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
あ
ん

摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
・
は

り
・
き
ゅ
う
の
施
術
費
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

◆
利
用
対
象
者

65
歳
以
上
の
方

◆
内
容

施
術
所
で
、
は
り
・
き
ゅ
う

等
の
施
術
を
行
っ
た
場
合
に
、

１
回
に
つ
き
、
１
術
の
場
合
に

７
０
０
円
、
併
術
の
場
合
に
８

０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

◆
有
効
期
限

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

◆
申
請
手
続
き

○
場
所
／
各
総
合
支
所
総
合
窓

口
ま
た
は
各
出
張
所

○
持
参
す
る
も
の
／
　

・
印
鑑

◆
申
請
受
付
期
間

２
月
21
日
豺
か
ら
３
月
11
日
貊

わが家・わが町から火災を追放しよう
昨年の１０月１日に新町がスタートしてから建物火災（６件）、その他火災

（１件）が発生しています。その内、火災による死亡者（３件）がありました。
火災は、一般的に６割以上が失火が原因で発生しています。放火を除けば、ほ
とんどの火災は不注意や不始末で起こる人災ですから、日ごろから心がけ次第
で防げるものです。
家庭や職場から危険な火ダネを取り除き、地域ぐるみで万全の防火体制を整
えましょう。また、出火から３分以内が消火できる限度です。天井まで火が燃
え広がったら消火は困難です。いさぎよく避難しましょう。
初期消火に欠かせない消火器を各戸で備えましょう。最近は、安価で子ども
や高齢者の方でもすばやく使えるスプレー式簡易消火具があります。ご購入の
希望がありましたら総務課（蕁７４－１０００）へお問い合わせください。

福福
祉祉
課課
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

福
祉
タ
ク
シ
ー
、
は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
費
利
用
券
　

助
成
申
請
の
受
付
を
始
め
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

蕁
７
７
‐
５
５
０
５

・
・
・
お
詫
び
と
訂
正
・
・
・

「
周
防
大
島
町
暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
に
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

56
ペ
ー
ジ
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や
す
ら
ぎ
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

（
誤
）
７
４
‐
３
５
９
０
　
（
正
）
７
４
‐
３
８
９
０

64
ペ
ー
ジ
　
小
松
排
水
機
場
電
話
番
号

（
誤
）
７
５
‐
０
０
０
１
　
（
正
）
７
４
‐
３
１
１
９
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表彰
平成１６年度第１４回
椋鳩十文学記念館賞
読書感想文コンクール
◆椋鳩十
生誕百年記念大賞
藤井絢子さん
（大島中学校１年）
◆小学６年の部優秀賞
水野愛子さん
（明新小学校６年）
平成１６年度明るい選挙
啓発作品入賞者
◆ポスター（会長賞）
岡村舞子さん
（屋代小学校２年）
◆習字（委員長賞）
安井友里さん
（明新小学校３年）
◆習字（会長賞）
土井希実さん
（沖浦小学校４年）
珠山信昭さん
（沖浦小学校６年）
◆習字（佳作）
西元裕希さん
（明新小学校５年）
河本直子さん
（久賀中学校２年）
◆標語（委員長賞）
生田竜也さん
（和田小学校１年）
◆標語（佳作）
松浦鷹浩さん
（情島中学校３年）

平
成
17
年
１
月
24
日
、
午
前
９

時
30
分
か
ら
、
周
防
大
島
町
議
会

臨
時
会
が
大
島
庁
舎
議
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
９
つ

の
議
案
は
、
慎
重
な
る
審
議
の
結

果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

・
議
案
第
１
号
「
あ
ら
た
に
生
じ

た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て
」

・
議
案
第
２
号
「
あ
ら
た
に
生
じ

た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て
」

１
、
２
号
は
椋
野
漁
港
の
整
備

計
画
に
よ
り
埋
め
立
て
ら
れ
た
土

地
の
竣
工
認
可
に
と
も
な
う
も
の

で
す
。

・
議
案
第
３
号
「
字
の
区
域
の
変

更
に
つ
い
て
」

・
議
案
第
４
号
「
字
の
区
域
の
変

更
に
つ
い
て
」

３
、
４
号
は
議
案
１
、
２
号
に

関
連
す
る
土
地
の
字
の
区
域
の
変

更
に
つ
い
て
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

・
議
案
第
５
号
「
椋
野
漁
港
漁
業

集
落
環
境
整
備
事
業
第
２
工
区
の

請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」工

事
の
追
加
に
と
も
な
い
、
原

契
約
を
増
額
し
て
の
変
更
契
約
を

行
う
も
の
で
す
。

・
議
案
第
６
号
「
平
成
16
年
度
大

島
北
地
区
地
域
水
産
物
供
給
基
盤

整
備
工
事
の
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
」

入
札
差
金
等
に
よ
り
、
工
事
量

を
増
工
し
て
の
原
契
約
を
増
額
し

変
更
契
約
を
行
う
も
の
で
す
。

・
議
案
第
７
号
「
平
成
16
年
度
町

道
山
下
浜
・
木
屋
線
道
路
改
良
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」椋

野
地
区
の
道
路
改
良
工
事
で

す
。

・
議
案
第
８
号
「
平
成
16
年
度
周

防
大
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て
」

台
風
被
害
に
よ
る
災
害
復
旧
費

が
主
な
も
の
で
あ
り
、
既
定
の
歳

入
歳
出
予
算
に
３
億
７
千
３
０
８

万
８
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
、

歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
１
８
億
６
１
８
万
８
千
円
と

す
る
と
と
も
に
、
地
方
債
の
補
正

を
行
う
も
の
で
す
。

・
議
案
第
９
号
「
平
成
16
年
度
周

防
大
島
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て
」

維
持
管
理
費
及
び
和
田
地
区
農

業
集
落
排
水
事
業
の
補
正
が
主
な

も
の
で
あ
り
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
に
20
万
１
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
12
億
83
万
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

平
成
17
年

第
１
回
周
防
大
島
町
議
会
臨
時
会
　

農
業
委
員
会
の
部
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

１月19 日に開催されました第３回周防大島町農業委員会総会にお
いて、農地部会等の構成が次のとおり決まりました。（敬称略）
周防大島町農業委員会（会長：棟広斉、会長職務代理者：鶴田昌弘）
（農地部会１）久賀地区・大島地区担当
◎棟広斉・○中村輝義・長久公人・仙崎忠夫・田中洋・山崎勇・山
根利夫・谷村貞男・宮本幸造・岡野郁夫・西田隆義・西本貢・佐々
木次郎・吉田弘志・平安寿明・追田常雄　　　　　　　（以上16名）
（農地部会２）東和地区・橘地区担当
◎大川清冶・○篠本美政・東房美・田中二郎・大谷和正・中本登・
笘口孝男・藤井登・岡野虎夫・足立眞澄・山村助・宇野全・西村満
三・杉山藤雄・中村歳雄・杉田幸作　　　　　　　　　（以上16名）
（農政部会）
◎鶴田昌弘・○山根賢治・木村茂實・吉水靖彦・浜戸信充・升田健
三・窪谷潔・岡村文男・河久保武史・冨田安英・河本金治・佐藤亀
内・角井仁志・渡邊勝信・河元秀雄・長谷川滋・吉田孝秀・泉原幸
夫・岡原豊 （以上19名）
※◎：部会長　○：部会長職務代理者

全国大会出場

第８４回全国高等学校ラグ
ビー大会出場
◆松本慶斗さん（小松瀬戸）
（萩工業高校３年　大島ラ
グビースクール出身）
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山口県の「やまぐちグリーン・ツーリズム推進計画」における推進モデル地域に大島地域が指定を
受け、これから具体的な取組みを始めるにあたって、周防大島におけるグリーン・ツーリズムの方向
性を模索するために開催するものですので、皆様ふるってのご参加をお待ちしております。
◆開催日／３月13日豸
◆内容／
□講演会（午後１時～午後４時30分）
○場所：周防大島町　橘総合センター
○講演：「ダッシュ村の昨日・今日・明日」
講師　日本テレビ放送網譁　今村　司　氏
○パネルディスカッション：
「グリーン・ツーリズムの魅力と可能性」
○「むら・まち交流」活動団体ポスター展示
□周防大島ゆったり自然体感ツアー
（午前９時30分～12時30分）
嵩山ミニウォークとスローフード
◆主催者および問い合わせ先／
周防大島グリーン・ツーリズム実行委員会
事務局：周防大島町産業建設部農林課（蕁０８２０（７９）１００２）

※　グリーン・ツーリズムとは？
緑豊かな農山村で、その自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動のことであり、農山
村の多様な地域資源を活用し、農林業体験や伝統文化・技術を生かした事業等を行い、さらには農産
物の直売所、加工施設、レストラン等の交流ビジネスにもつなげることで、都市との交流による農山
村の地域活性化を図ろうとするものです。

周
防
大
島
に
お
け
る
町
民
活
動
団
体
の
継

続
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
よ
る
、
民

間
主
導
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
交
流
会
議
で
す
。
町
民
活
動
団
体
の
関

係
者
の
方
を
は
じ
め
、
一
般
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
５
日
貍
午
後
１
時
〜
５
時

■
場
所
／
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
町
内
の
町
民
活
動
団
体
に
所
属
す

る
人
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
人

■
内
容
／

①
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

講
師
　
船
崎
美
智
子
さ
ん

①
柳
井
地
域
で
の
取
組
紹
介

②
団
体
活
動
報
告
お
よ
び
意
見
交
換
等

■
主
催
・
問
合
せ
先
／

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
防
大
島
自
然
体
感
ク
ラ
ブ

蕁
０
８
２
０
（
７
７
）
２
１
２
３

メ
ー
ル
　ohshim

a.stc@
dream

.com

※
町
民
活
動
と
は
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
は
じ
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
営
利

を
目
的
と
し
な
い
自
主

的
・
主
体
的
な
社
会
参
加

型
の
活
動
で
す
。

講師　今村　司（いまむら　つかさ）氏
１９６０年神奈川県横須賀市生まれ　44歳

東京大学文学部美学芸術学科卒
１９８５年日本テレビ放送網株式会社入社
スポーツ局で「プロ野球中継」「箱根駅伝」
「世界陸上」「ボクシング タイソン戦」などの
ディレクター、プロデューサーなどを歴任。
番組制作では「ザ！鉄腕！ＤＡＳＨ！！」「冒
険！ＣＨＥＥＲＳ!!」「スーパーテレビ情報最
前線」他、特番などのプロデューサーを経て
２００４年６月より営業局ネット営業担当副
部長。

「グリーン・ツーリズム体験スタジアムin周防大島」を開催します！

～見つけてみよう！田舎の魅力と自分の未来を～

新
し
い
周
防
大
島

創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
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生徒達の熱い生の演奏をお楽しみください。
◆日時／３月20日豸　※入場無料
午後１時開場　午後１時30分開演
◆会場／橘総合センター（西安下庄真宮）
◆主催／安下庄高校吹奏楽部　

橘の文化を高める会
◆賛助出演／安下庄中学校吹奏楽部　OBバンド
◆曲目／｢時代劇スペシャル｣

｢パイレーツ　オブ　カリビアン｣他　
◆問い合わせ／橘教育支所

蕁０８２０（７７）０１００

柳井・大島圏域（１市５町）の障害者施設で構
成する柳井圏域社会就労支援会議（全13施設）で
は、平成14年３月に授産活動強化対策事業の一環
として「福祉の店」を周防大島町久賀港（旧久賀
町久賀港）のふるさと館内にオープンしました。
このたび開店３周年を迎えるに当たり、福祉の店
のためにその一角を提供し、お世話していただい
ているふれあいマーケット港との共催により、下
記の要領で｢ふれあい福祉祭り｣を開催します。ど
うぞご支援、ご来場ください。
◆日時／３月５日貍午前10時～午後２時
◆場所／
周防大島町ＪＲバス久賀駅ふるさと館横駐車場
◆内容（予定）／
・出店／圏域内施設製品（陶芸品、日用品、健康
食品、金魚ちょうちん等）や地域特産品（生鮮野
菜他）
・演芸その他／マジックショー、
ぜんざい・コーヒーは無料。
◆問合せ先／さつき園
蕁０８２０（７４）３３５６

先着１００名様に無料で甘酒を振舞います。

◆日時／３月３日貅午前10時～
◆場所／片添ケ浜温泉遊湯ランド内食堂横
◆問い合わせ／片添ケ浜温泉遊湯ランド
蕁０８２０（７８）２２２６

◆開催日／３月６日豸
○子どもふれあいフェスティバル
場所／大島グラウンド
時間／午前９時30分～
・ジャンプロープ（長縄）大会とニュースポーツ
・昼食交流会
○図書館まつり
場所／大島文化センター　
時間／午後１時～
・「人形劇団かかか」公演
・地元児童（「読書のすす
めの会」人形劇グループ）による手作り人形劇
「はるだはるだよ！10ぴきのかえる」の発表
・おたのしみ会　他
◆問い合わせ／
大島教育支所蕁０８２０（７４）５３００

このたび合併を機に新たな交流、にぎわいの輪を島の内外にひろげたく有志が集い、下記要領で準

備中です。出店、参加に興味のある方はお気軽にお問い合わせください。
◆日時／毎月第二日曜日（３月から予定）午前10時から午後５時
◆場所／西屋代和田（大島庁舎１００袤手前）周防大島　元気村
◆概要／
・フリーマーケット　・骨董、民具、手作り品
・農海産物　・その他、掘り出しものなど
◆問い合わせ／
ぷろじぇくと・デベラ蕁０９０（１３３７）６１６５（担当　米澤まで）

レトロバザールin大島新設に向けて

片添ケ浜温泉遊湯ランド
甘酒サービス

第１８回安下庄高校吹奏楽部
定期演奏会

福祉の店開店３周年記念
｢ふれあい福祉祭り｣案内

子どもふれあいフェスティバル
＆図書館まつり
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ド
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町内各地でどんど焼き

も
し
も
の
時
に
は
お
ち
つ
い
て

町
内
各
地
で
お

正
月
の
し
め
飾

り
や
門
松
を

燃
や
す
ど

ん
ど
焼
き

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

久
賀
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は

１
月
８
日
に
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
ど
ん
ど
焼
き
の
ま
わ
り
で
引
山

太
鼓
を
演
奏
し
ま
し
た
。
１
月
15

日
は
安
下
庄
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
お
正
月
の
書
き
初
め
を
燃
や

す
子
ど
も
が
火
を
囲
ん
で
い
ま
し

た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
山
口
グ
ル
ー
プ
が
１
月
17
日
、

防
災
演
習
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
久
賀
交
換
所
で
行
い
ま
し

た
。
大
地
震
の
あ
と
通
信
手
段
が
使
え
な
く
な

っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
非
常
用
の
電
源
や
電
話

を
設
置
し
、
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
時

の
「
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）」
を
開
設

し
ま
し
た
。

久
賀
小
学
校
児
童
が
実
際
に
災
害
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
に
伝
言
を
録
音
し
、
災
害
時
に
自
分
の
居

場
所
を
家
族
に
知
ら
せ
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

安
下
庄
小
学
校

大
島
郡
内
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
（
高
速

デ
ジ
タ
ル
通
信
）
の
整
備
を
進
め

て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
山
口
支
店

よ
り
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
化
に
協
力
し
て

い
る
周
防
大
島
町
と
周
防
大
島
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
推
進
チ
ー
ム

に
、
１
月
25
日
感
謝
状
の
贈
呈
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
は
和
田
局
管
内

の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
開
通
さ
れ
、
加
入

者
の
代
表
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

ADSL化協力で感謝状
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中
学
生
の
職
場
体
験

１
月
21
日
、
大
島
地
域
の
一
部
、

橘
地
域
を
管
轄
す
る
東
消
防
署
中

部
出
張
所
に
高
規
格
救
急
車
が
配

備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
救
急
車
は
、

救
急
救
命
士
が
搭
乗
し
、
医
師
の

指
示
に
よ
る
気
道
確
保
等
救
命
処

置
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
高
度
救
命

用
資
器
材
等
を
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す

時
は
徐
々
に
音
が
大
き
く
な
り
、

止
め
る
時
に
も
徐
々
に
音
が
小
さ

く
な
る
機
能
が
県
内
で
２
番
目
に

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
高
規
格
救
急

車
は
今
回
で
、
東
消
防
署
管
内
す

べ
て
に
配
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

１
月
20
日
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
防
災

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た
兵
庫

県
北
淡
町
総
務
課
副
課
長
の
富
永
登
志
也
さ

ん
が
、
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
災
害
の
状
況

や
対
応
を
話
し
ま
し
た
。
富
永
さ
ん
は
大
災

害
の
時
に
は
地
域
の
つ
な
が
り
や
消
防
団
の

結
束
が
大
切
で
あ
る
こ
と
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
あ
り
が
た
さ
を
身
を
持
っ
て
経
験
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
践
的
防
災
教
育
の
す
す
め
と
題

し
て
、
山
口
大
学
地
域
共
同
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
助
教
授
の
瀧
本
浩
一
先
生
が
、
自
主
防

災
の
た
め
の
図
上
訓
練
に
つ
い
て
講
演
を
し

ま
し
た
。

高
規
格
救
急
車
配
備

防災とボランティア講演会

１
月
25
日
、
安
下
庄
中
学
校

の
生
徒
が
、
橘
地
区
の
事
業
所

で
職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。
役

場
業
務
の
体
験
を
希
望
し
た
３

人
の
生
徒
は
、
橘
総
合
支
所
で

統
計
調
査
の
説
明
会
に
出
席
し

た
あ
と
、
橘
総
合
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
総
合
社
会
福
祉
大
会

を
見
学
し
ま
し
た
。

午
後
は
図
書
館
で
書
架
の
整

理
を
手
伝
い
ま
し
た
。
狭
い
書

庫
の
中
で
番
号
順
に
本
を
並
べ

か
え
た
り
、
一
冊
ず
つ
チ
ェ
ッ

ク
し
た
り
と
簡
単
で
も
根
気
の

い
る
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

周
防
大
島
町
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
に
よ
る
周
防
大
島

町
総
合
社
会
福
祉
大
会
が
１

月
25
日
、
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
保
健
、

医
療
、
福
祉
に
携
わ
っ
て
い

る
関
係
者
が
集
ま
り
、
社
会

福
祉
に
功
績
の
あ
っ
た
方
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
山
口
県
立
大
学
教

授
の
高
野
和
良
先
生
が
、
生

涯
現
役
で
広
が
る
新
た
な
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
と
題
し
て

講
演
を
し
ま
し
た
。

福祉のまちづくり
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町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

■
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
／

○
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
（
東
和
地
区
黒
ノ
元
団
地
）

１
戸

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
（
橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ
）

３
戸

○
入
居
資
格

・
所
得
が
１
カ
月
当
り
20
万
円
以

上
60
万
１
千
円
以
下
の
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事

が
明
ら
か
な
人

・
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

・
公
営
住
宅
家
賃
完
納
者

■
町
営
住
宅
／

○
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所

周
防
大
島
町
営
住
宅

（
久
賀
地
区
八
幡
団
地
）

１
戸

周
防
大
島
町
営
住
宅

（
久
賀
地
区
向
津
原
上
団
地
）

１
戸

周
防
大
島
町
営
住
宅

（
久
賀
地
区
向
津
原
下
団
地
）

１
戸

周
防
大
島
町
営
住
宅

（
久
賀
地
区
山
下
浜
団
地
）

１
戸

周
防
大
島
町
営
住
宅

（
大
島
三
蒲
地
区
蔵
本
団
地
）

１
戸

周
防
大
島
町
営
住
宅

（
橘
日
良
居
地
区
日
良
居
団
地
）

１
戸

○
入
居
資
格

・
所
得
が
１
カ
月
当
り
20
万
円
以

下
の
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事

が
明
ら
か
な
人

・
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

■
申
込
期
間
／

２
月
28
日
豺
〜
３
月
11
日
貊

■
選
考
方
法
／

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
し
て
決
定
し
ま
す
。

■
家
賃
／
所
得
に
応
じ
て
決
定

■
入
居
予
定
／
４
月
上
旬

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と

は
、
役
場
生
活
衛
生
課
公
営
住
宅

班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
の
要
項
お
よ
び

申
込
書
は
周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

http://w
w
w
.tow
n.suo-

oshim
a.lg.jp

蕁
０
８
２
０
（
７
８
）
１
１
１
３

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
を
行
う
県
営
住
宅
名
等
／

・
団
地
名
　
大
屋
団
地

・
所
在
地
　
柳
井
市
大
字
柳
井

１
４
３
６
‐
２

・
間
取
り
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場
使
用
料１

０
０
０
円
／
月

・
入
居
可
能
予
定
時
期

平
成
17
年
４
月
上
旬

※
家
賃
は
収
入
等
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

■
申
込
資
格
／

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方
（
外
国
人
の
入
居
希
望

者
を
含
む
）

ア
　
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
（
内
縁
関

係
に
あ
る
方
お
よ
び
婚
約
者
を

含
む
）
が
あ
る
方
。

イ
　
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
方
。

ウ
　
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入

基
準
に
該
当
し
て
い
る
方
。

（
政
令
月
収
で
、
一
般
世
帯
は

20
万
円
以
下
、
高
齢
者
・
障
害

者
等
の
世
帯
は
26
万
８
千
円
以

下
）

※
現
在
、
県
外
に
住
所
ま
た
は
勤

務
先
の
あ
る
方
も
、
ア
か
ら
ウ
の

す
べ
て
の
要
件
を
備
え
て
い
る
方

は
、
申
込
資
格
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
書
の
受
付
期
間
／

２
月
20
日
豸
〜
２
月
28
日
豺
ま

で
の
郵
便
局
の
消
印
の
あ
る
も

の
が
有
効
で
す
。

■
申
込
書
の
送
付
先
お
よ
び
問
い

合
わ
せ
先
／

〒
７
４
２
‐
０
０
３
１

柳
井
市
南
町
３
丁
目
９
番
３
号

山
口
県
柳
井
土
木
建
築
事
務
所

建
築
住
宅
課

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
０
３
９
６

社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き
会

職
員
募
集

■
勤
務
場
所
／
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
ほ
の
ぼ
の
苑

（
周
防
大
島
町
小
松
１
３
３
‐
１
）

■
募
集
職
種
／

①
管
理
栄
養
士
ま
た
は
栄
養
士

（
常
勤
）

い
ず
れ
か
１
名

・
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
〜

午
後
５
時
15
分

・
給
与
　
社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き

会
給
与
規
定
に
よ
る

・
勤
務
内
容
　
栄
養
管
理
業
務

・
応
募
資
格
　
管
理
栄
養
士
（
取

得
見
込
可
）
ま
た
は
栄
養
士
資

格
取
得
者

②
調
理
員
（
常
勤
）

１
名

・
勤
務
時
間
　
規
定
の
勤
務
時
間

に
よ
る

・
給
与
　
社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き

会
給
与
規
定
に
よ
る

・
勤
務
内
容
　
調
理
業
務

・
応
募
資
格
　
調
理
師
免
許
取
得

者

募募
集集
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③
介
護
職
員
（
常
勤
）

１
名

・
勤
務
時
間
　
規
定
の
勤
務
時
間

に
よ
る

・
給
与
　
社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き

会
給
与
規
定
に
よ
る

・
勤
務
内
容
　
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

業
務

・
応
募
資
格
　
介
護
支
援
専
門
員

お
よ
び
介
護
福
祉
士
ま
た
は
ヘ

ル
パ
ー
２
級
以
上

■
採
用
年
月
日
／

平
成
17
年
４
月
１
日

■
応
募
期
限
／
３
月
10
日
貅
ま
で

■
応
募
方
法
／

履
歴
書
お
よ
び
資
格
証
明
書
の

写
し
を
ほ
の
ぼ
の
苑
へ
郵
送
す

る
か
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
ほ
の
ぼ
の
苑

蕁
０
８
２
０
（
７
４
）
２
１
０
０

滞
在
型
市
民
農
園
「
ガ
ル
テ

ン
ヴ
ィ
ラ
大
島
」
入
園
者
募
集

■
募
集
区
画
／
２
区
画

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
利
用
料
／

年
額
36
万
１
２
０
０
円
＋
農
園

１
㎡
当
た
り
１
２
０
円

■
利
用
期
間
／

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
１
年

間
（
最
長
５
年
間
更
新
可
能
）

■
申
込
期
限
／
３
月
４
日
貊

■
問
い
合
わ
せ
／
役
場
農
林
課

蕁
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

人
材
養
成
講
座
受
講
者
募
集

平
成
17
年
度
人
材
養
成
講
座

（
訪
問
介
護
員
・
障
害
者
（
児
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級

課
程
）
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
／
大
島
郡
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

■
主
催
／

周
防
大
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

■
開
催
時
期
／

・
講
義
　
４
月
中
旬
（
開
講
式
）

〜
７
月
下
旬

・
実
習
　
６
月
上
旬
〜

・
閉
講
式
　
７
月
下
旬

■
研
修
会
場
／

・
講
義
お
よ
び
実
技
講
習

・
基
本
介
護
技
術
講
習

山
口
県
周
防
大
島
介
護
実
習
普

及
セ
ン
タ
ー

（
大
島
病
院
と
な
り
）

・
現
場
実
習

原
則
と
し
て
居
住
地
・
勤
務
地

に
あ
る
指
定
施
設
事
業
所
等

■
定
員
／
40
名
（
定
員
を
超
え
る

応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料
／

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

■
申
し
込
み
期
限
／

３
月
18
日
貊
必
着

■
申
し
込
み
先
／

「
受
講
申
込
書
」
は
、
次
の
周

防
大
島
町
社
協
各
拠
点
に
配
置

し
て
い
ま
す
。

・
久
賀
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

（
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

蕁
７
２
‐
１
１
０
２

・
大
島
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

（
旧
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
こ
い
苑
）

蕁
７
４
‐
３
３
０
５

・
東
和
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

（
旧
東
和
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
）
蕁
７
８
‐
２
２
０
７

・
橘
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

（
旧
安
下
庄
駅
）

蕁
７
７
‐
０
１
９
０

■
問
い
合
わ
せ
／

周
防
大
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

蕁
７
４
‐
２
９
４
８

古電話帳回収へのご協力をお願いします
ＮＴＴ西日本では、３月初旬から順次、新しい電

話帳をお届けします。その際、現在お使いになられ
ている電話帳につきましては、新しい電話帳とお取
替えさせていただきますので配達員へお渡しくださ
い。ＮＴＴでは、地球環境問題に関する取り組みと
して紙資源の節約に取り組んでおり、回収させてい
ただいた古い電話帳はリサイクルして新しい電話帳
に再生しています。なお、配達当日にご不在の方に
ついては別途回収にお伺いさせていただきますの
で、下記のタウンページセンタフリーダイヤルまで
お電話でお知らせください。また、お届け内容の変
更・配達冊数の変更についてもタウンページセンタ
にて受付します。

電話帳広告料金請求書にご注意ください
ＮＴＴグループが発行している電話帳広告料金の

請求書は、ＮＴＴ西日本またはＮＴＴ中国電話帳株
式会社の名称が必ず明記されています。「タウンペ
ージ」「ハローページ」に掲載されている広告の切
り抜きを貼付した郵便局・銀行の振込用紙はＮＴＴ
が発行している電話帳の広告料金請求書とはまった
く関係ありません。お支払いの際には必ずお確かめ
ください。なお、少しでも不審に思ったら、タウン
ページセンタまでお気軽にお問い合わせください。

◆タウンページセンタ　０１２０－５０６－３０９

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働

い
て
い
る
未
組
織
の
勤
労
者
の
福

祉
の
向
上
を
目
的
と
し
、
県
下
全

域
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る

共
済
制
度
で
す
。

月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
死

亡
・
障
害
・
入
院
・
住
宅
災
害
等

の
不
測
の
事
態
に
対
し
て
セ
ッ
ト

で
保
障
し
、
さ
ら
に
結
婚
・
出

産
・
銀
婚
・
小
中
高
校
入
学
祝
金

も
給
付
し
ま
す
。

１
か
月
の
掛
金
（
１
人
分
）

１
型
　
　
　
４
５
０
円

２
型
　
　
　
９
０
０
円

３
型
　
　
１
５
０
０
円

４
型
　
　
２
０
０
０
円

高
齢
者
型
　
４
５
０
円

さ
ら
に
、
１
型
か
ら
４
型
に
加

入
し
て
い
る
本
人
、
配
偶
者
お
よ

び
子
ど
も
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
５
０

０
円
に
加
入
で
き
ま
す
。

従
業
員
の
福
利
厚
生
面
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
た
め
に
お
勧
め
し
ま

す
。
な
お
、
事
業
主
が
従
業
員
の

た
め
に
共
済
掛
金
を
負
担
さ
れ
た

場
合
は
、
税
法
上
は
損
金
ま
た
は

必
要
経
費
と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

役
場
商
工
観
光
課

蕁
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

中
小
企
業
勤
労
者
共
済
制
度
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山
口
県
司
法
書
士
会

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

山
口
県
司
法
書
士
会
で
は
、
日

本
司
法
書
士
会
連
合
会
主
唱
の
も

と
、
２
月
１
日
か
ら
28
日
ま
で
の

１
か
月
間
を
「
相
続
登
記
は
お
す

み
で
す
か
月
間
」
と
設
定
し
、
県

下
各
司
法
書
士
事
務
所
に
お
い

て
、
相
続
登
記
に
関
す
る
相
談
を

無
料
で
実
施
し
ま
す
。

■
相
談
日
時
／
毎
月
２
、
３
、
４

土
曜
日
　
午
後
１
時
〜
５
時

■
相
談
電
話
予
約
／
毎
週
月
〜
金

曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

蕁
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

■
問
い
合
わ
せ
／

山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

蕁
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

周
防
大
島
町
保
健
師
　

松
　
本
　
千
恵
子

（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

口
腔
（
く
ち
）
は
、「
か
む
」「
食
べ
る
」

「
呼
吸
を
す
る
」「
話
す
」「
笑
う
」
な
ど
、
日

常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
大
切
な
働
き
を

し
、
呼
吸
器
と
消
化
器
の
入
口
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
口
の
な
か
は
複
雑
な
形
を
し
て
お
り
、

細
菌
や
カ
ビ
な
ど
微
生
物
の
繁
殖
に
適
し
た
温

度
と
湿
度
が
あ
り
、
栄
養
（
食
べ
か
す
）
も
豊

富
な
た
め
、
細
菌
が
す
み
つ
く
の
に
絶
好
の
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
手
入
れ
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま

放
っ
て
お
く
と
細
菌
が
繁
殖
し
て
、
細
菌
感
染

に
よ
り
虫
歯
・
歯
周
病
な
ど
の
口
の
病
気
や
肺

炎
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
抵
抗
力
の
弱
い
方
は
特
に
口

腔
内
や
入
れ
歯
の
清
潔
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

よ
く
か
む
こ
と
の
効
用

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、
消
化
吸
収
を

助
け
、
栄
養
を
と
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
次
の

よ
う
な
良
い
影
響
が
あ
り
ま
す
。

・
唾
液
の
分
泌
を
促
進
す
る

唾
液
に
は
、
食
べ
物
の
残
り
か
す
や
細
菌
を

洗
い
流
し
口
の
中
を
き
れ
い
に
す
る
抗
菌
・
殺

菌
効
果
が
あ
る

・
あ
ご
を
動
か
す
こ
と
で
脳
や
体
に
刺
激
を
与

え
る

・
満
腹
中
枢
を
刺
激
し
、
満
腹
感
が
得
ら
れ
る

・
歯
と
歯
肉
の
健
康
を
保
つ
な
ど

口
腔
内
や
入
れ
歯
の
清
潔
に
気
を
つ
け
る
と

共
に
、
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
、
お
口
の

健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
お
口
は
健
康
で
す
か
？

相相
談談

サ
ザ
ン
セ
ト
フ
レ
ン
ド
募
集

■
募
集
人
数
／
３
名

■
応
募
締
切
日
／

４
月
４
日
豺
必
着

■
応
募
資
格
／

①
柳
井
地
区
広
域
圏
内
（
柳
井

市
・
平
生
町
・
上
関
町
・
周
防
大

島
町
）
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

満
18
歳
以
上
の
女
性
で
、
サ
ザ
ン

セ
ト
地
域
が
大
好
き
で
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
た
い
人

②
フ
レ
ン
ド
と
し
て
活
動
す
る
に

あ
た
り
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
は

勤
務
先
の
了
解
が
得
ら
れ
る
こ

と
。
ま
た
、
未
成
年
者
の
場
合
は

保
護
者
の
同
意
も
必
要
で
す
。

■
応
募
方
法
／

①
本
人
ま
た
は
推
薦
者
が
所
定
の

応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
正

面
上
半
身
、
無
帽
の
写
真
１
枚

（
サ
ー
ビ
ス
版
程
度
）
を
添
付
し

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し

て
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
し
ま

せ
ん
。
な
お
、
自
薦
・
他
薦
は
問

い
ま
せ
ん
。

②
応
募
申
込
書
は
役
場
商
工
観
光

課
、
各
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
。

■
応
募
申
込
先
／

役
場
商
工
観
光
課

■
面
接
審
査
／

○
日
時
／
４
月
10
日
豸
午
前
10
時

○
場
所
／
大
観
荘

■
発
表
／
審
査
当
日
　
11
時
30
分

■
賞
／
賞
金
10
万
円

■
活
動
の
内
容
と
期
間
／

①
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
宣
伝

活
動
や
各
種
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
諸
行
事
へ
参
加
、
協
力

②
任
期
は
平
成
17
年
５
月
１
日
か

ら
平
成
19
年
３
月
30
日
ま
で
の
２

年
間

■
問
い
合
わ
せ
／
商
工
観
光
課

蕁
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３
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おお
知知
らら
せせ

海
技
免
状
更
新
講
習

■
講
習
日
／

３
月
12
日
貍

午
後
零
時
30
分
受
付

午
後
１
時
30
分
開
始

■
場
所
／

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
該
当
者
／

①
有
効
期
限
記
載
の
海
技
免
状

は
、
期
限
の
１
年
前
か
ら
更
新
期

間
に
入
り
ま
す
。

②
海
技
士
の
方
で
旧
様
式
の
海
技

免
状
を
お
持
ち
の
方
は
、
予
約
時

に
有
効
期
間
起
算
日
を
確
認
し
ま

す
。

③
小
型
船
舶
操
縦
士
の
免
状
で
、

失
効
さ
れ
て
い
る
方
も
同
時
に
失

効
再
講
習
を
行
い
ま
す
。

※
海
技
士
（
航
海
・
機
関
・
通
信
）

の
失
効
再
交
付
講
習
は
行
い
ま
せ

ん
。

※
海
技
士
（
航
海
・
機
関
・
通
信
）

を
受
講
希
望
の
方
は
、
５
日
前
ま

で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
予
約
の
な
い
方
は
受
付
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
小
型
船
舶
操
縦
士
の
み
を
受
講

さ
れ
る
方
は
予
約
は
い
り
ま
せ

ん
。

■
持
参
品
／
海
技
免
状
、
ボ
ー
ル

ペ
ン
、
本
籍
記
載
の
住
民
票
１
通
、

写
真
（
45
×
35
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
２

枚
）

※
更
新
手
続
き
中
に
乗
船
予
定
の

あ
る
方
は
、
免
状
の
コ
ピ
ー
が
必

要
で
す
。

※
海
技
士
の
方
は
住
民
票
不
要
、

写
真
は
従
来
ど
お
り
３
×
３
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

※
紛
失
・
失
効
の
方
は
印
鑑
が
必

要
で
す
。

■
料
金
／

小
型
７
４
０
０
円

（
小
型
失
効
１
万
６
２
５
０
円
）

大
型
８
２
７
０
円

※
送
料
５
０
０
円
別
途
必
要

■
問
い
合
わ
せ
／

譖
中
国
船
舶
職
員
養
成
協
会

（
中
国
海
技
学
院
）

蕁
０
８
２
（
２
５
５
）
８
７
０
５

大
島
田
舎
美
術
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

大
島
田
舎
美
術
館
で
は
、
町
民

の
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め

に
生
涯
学
習
作
品
を
は
じ
め
と
す

る
美
術
作
品
等
の
展
示
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
出
展
作
品
等
を
募
集
し
ま
す

大
島
田
舎
美
術
館
で
は
、
各
作

品
展
へ
の
作
品
出
展
を
は
じ
め
各

団
体
展
や
個
展
（
二
人
展
・
三
人

展
も
可
）
の
受
け
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
多
数
の
お
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
生
涯
学
習
作
品
展
開
催
中

・
２
月
５
日
〜
３
月
27
日
ま
で
の

毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ
／
周
防
大
島
町
教

育
委
員
会
大
島
教
育
支
所

蕁
０
８
２
０
（
７
４
）
５
３
０
０
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

０
８
２
０
（
７
４
）
３
９
９
９

Ｅ
メ
ー
ル

oshim
akyoi@

tow
n.suo-

oshim
a.lg.jp

や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民

税
に
つ
い
て

山
口
県
で
は
、
荒
廃
が
深
刻
化

し
て
い
る
森
林
を
、
適
性
に
維

持
・
管
理
し
、
県
民
共
有
の
財
産

と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、
森
林
の
整
備
を
目
的
と

し
た
独
自
の
政
策
税
制
で
あ
る

「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
」

の
平
成
17
年
度
か
ら
の
導
入
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
、
県
民
の

皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
を
踏
ま

え
、
よ
り
よ
い
税
制
案
を
作
り
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
具
体
的
な
課
税
の
仕
組
み

現
行
の
県
民
税
均
等
割
額
（
個

人
・
法
人
）
に
一
定
額
を
上
乗
せ

す
る
方
式
で
す
。

①
納
め
る
人

個
人
　
県
内
に
住
所
が
あ
る
人
、

県
内
に
事
務
所
、
事
業
所
ま
た
は

家
屋
敷
を
持
っ
て
い
る
人

法
人
　
県
内
に
事
務
所
、
事
業
所

を
持
っ
て
い
る
法
人
等

②
納
め
る
額
（
上
乗
せ
額
）

個
人
　
５
０
０
円
（
年
額
）

法
人
　
資
本
等
の
区
分
（
５
区
分
）

に
よ
り
１
０
０
０
円
〜
４
万
円

（
年
額
）

③
納
め
る
方
法

・
個
人
は
県
民
税
均
等
割
に
上
乗

せ
し
て
、
市
町
村
に
払
い
込
み
ま

す
。

・
法
人
は
県
民
税
の
申
告
納
付
の

際
、
均
等
割
に
上
乗
せ
し
て
納
め

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

・
税
の
使
途
に
関
す
る
こ
と

山
口
県
農
林
部
林
政
課

蕁
０
８
３
（
９
３
３
）
３
４
６
４

・
税
の
仕
組
み
に
関
す
る
こ
と

山
口
県
総
務
部
税
務
課

蕁
０
８
３
（
９
３
３
）
２
２
７
５

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

周
防
大
島
町
で
は
厳
し
い
財
政

状
況
を
考
慮
し
、
経
費
節
減
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
合
併
に
よ
り
不

要
と
な
っ
た
町
長
車
を
売
り
払
い

ま
す
。

買
い
受
け
希
望
の
方
は
入
札
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
車
種
お
よ
び
仕
様
等
／

■
入
札
の
方
法
／

○
一
般
競
争
入
札
（
競
り
売
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。）

○
次
の
方
は
入
札
に
参
加
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
未
成
年
者

・
被
成
年
後
見
人

・
被
保
佐
人

・
被
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

・
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
22

年
政
令
第
16
号
）
第
１
６
７
条

の
４
第
２
項
に
規
定
す
る
者

○
入
札
予
定
日
　
　
３
月
10
日
貅

○
詳
し
い
手
続
き
を
記
載
し
た
入

札
説
明
書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

以
下
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

役
場
総
務
部
総
合
政
策
課

蕁
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
５

Ｅ
メ
ー
ル

seisaku@
tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

トヨタクラウン
４ドア　ＡＴ　３,０００ｃｃ
７年式　平成10年6月登録
走行１４９，０００ｋｍ　
平成17年６月車検
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周防大島町大島地区人権尊重推進大会
■日時／２月21日豺午後１時30分～
■場所／大島文化センター
・人権問題啓発作品受賞者表彰および受
賞者による詩の朗読
・講演「ともに学び　ともに生きる」
・講師　中村実枝　先生
（山口県立大学社会福祉学部非常勤講師）
山口県点訳・音訳ボランティア連絡会副
会長等をつとめ、一ボランティアとして
も活動中
■問い合わせ／大島教育支所

蕁７４‐５３００

通常の診療時間に予防接種が受けにくい方々に対して予
防接種を行い、接種機会の拡大や接種率の向上を図ります。
◆実施期間／３月１日貂～３月７日豺
平日は午後６時ごろ～午後８時ごろまで延長
土・日は午後５時まで
◆内容／種々の予防接種相談お

よび予防接種の実施
◆協力医療機関／
・川口医院（３月６日豸休診）
・嶋元医院
・安本医院（３月６日豸午後休診）
・山中クリニック（３月６豸休診）
◆問い合わせ／健康増進課　蕁７７－５５０４
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鎌
田
　
末
春
　
九
〇
　
　
　
庄
北

山
岡
ハ
ナ
子
　
九
〇
　
　
日
前
郷

橋
本
コ
メ
ヨ
　
八
二
　
　
江
ノ
浦

福
島
ト
ミ
コ
　
九
二
　
橘
福
祉
会

長
岡
　
康
則
　
七
二
　
　
三
ツ
松

中
村
　
幸
光
　
八
二
　
　
三
ツ
松

村
谷
は
る
こ
　
九
九
　
　
　
古
城

田
中
　
實
男
　
七
一
　
　
江
ノ
浦

永
田
ス
ミ
コ
　
七
九
　
　
　
西
浦

久
賀
地
区

◆
結
婚
お
め
で
と
う

重
森
　
　
衛

戎
町
　

浜
野
　
　
梢

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

江
本
　
太
一
　
七
八
　
山
下
浜
東
１
区

渡
壁
　
冨
一
　
七
五
　
　
八
幡
上

熊
谷
　
展
行
　
六
四
　
　
向
津
原

大
島
地
区

◆
誕
生
お
め
で
と
う

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

山
中
　
浄
敏

望
の
ぞ
み

小
松

貴
代
美

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

寺
岡
　
敬
吾
　
五
〇
　
　
　
小
松

末
谷
　
悦
子
　
五
六
　
　
　
志
佐

江
口
　
佐
一
　
八
四
　
　
　
出
井

中
原
　
愛
子
　
一
〇
四
　
　
出
井

岡
本
　
タ
ケ
　
九
二
　
小
松
開
作

谷
坂
　
耕
二
　
八
〇
　
　
　
戸
田

東
和
地
区

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

中
川
　
久
雄
　
八
六
　
　
　
和
田

中
田
ナ
ミ
ヱ
　
七
八
　
　
伊
保
田

石
崎
　
留
博
　
八
二
　
　
　
小
泊

田
村
　
八
輔
　
八
三
　
　
　
外
入

濱
田
　
政
代
　
九
二
　
　
　
小
泊

末
武
　
住
江
　
八
五
　
　
　
内
入

岡
村
ミ
ツ
ヱ
　
八
二
　
　
　
　
情

江
口
ア
キ
ヨ
　
八
七
　
　
　
下
田

河
本
　
久
志
　
九
一
　
　
　
平
野

橋
本
　
澄
子
　
七
〇
　
　
伊
保
田
　

橘
地
区

◆
誕
生
お
め
で
と
う

【
親
の
名
】

【
子
の
名
】

山
本
　
哲
雄

美
咲
み
さ
き

庄
南

美
和
子

小
原
　
一
幸

望
の
ぞ
む

真
宮

恵
子

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

矢
村
　
惣
一
　
八
八
　
　
日
前
郷

鍵
本
　
君
江
　
八
〇
　
　
三
ツ
松

広
報
す
お
う
大
島
の
戸
籍
だ
よ

り
は
、
周
防
大
島
町
に
住
所
の
あ

る
方
で
広
報
掲
載
申
出
書
を
提
出

さ
れ
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
掲
載
の
漢
字
に
つ
い
て

は
常
用
漢
字
、
人
名
漢
字
の
範
囲

内
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

新
し
い
テ
レ
ビ
放
送
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準
備
の
た
め

の
県
内
の
「
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
対
策
」で
は
、

関
連
地
域
の
受
信
実
態
調
査
な

ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
ま
す
。

岩
国
市
を
は
じ
め
、由
宇
町
、

周
防
大
島
町
の
、
安
芸
灘
に
面

し
た
各
地
で
、
多
く
の
方
々
が

東
和
中
継
局
か
ら
の
テ
レ
ビ
電

波
を
受
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
世
帯
で

は
、
今
年
四
月
に
広
島
県
の
大

崎
中
継
局
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更

に
伴
っ
て
、
一
部
で
混
信
が
発

生
し
、
画
面
が
見
づ
ら
く
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
影
響
を
受

け
る
の
は
、
東
和
中
継
局
か
ら

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
（
48
チ

ャ
ン
ネ
ル
）
で
、
大
崎
中
継
局

の
新
し
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
48
チ
ャ
ン
ネ

ル
）
が
出
始
め
る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
の
画
面
が
乱
れ
た
り
縞
模

様
が
入
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
山
口
地
域
受
信

対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し

た
影
響
を
受
け
る
世
帯
に
つ
い

て
、
調
査
を
行
い
、
混
信
を
避

け
る
た
め
の
対
策
を
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆

様
に
は
大
変
お
手
数
を
か
け
ま

す
が
、
こ
う
し
た
調
査
や
対
策

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
結
果
何
ら
か
の
対
策
が

必
要
に
な
る
場
合
、
そ
の
経
費

は
全
て
国
が
負
担
し
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
信
者
の
皆

様
に
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
調
査
や
対
策
は
、

総
務
大
臣
指
定
の
社
団
法
人
電

波
産
業
会
「
山
口
地
域
受
信
対

策
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
派
遣
さ
れ

る
調
査
員
や
対
策
員
（
腕
章
や

調
査
員
証
、対
策
員
証
を
携
帯
）

が
担
当
し
ま
す
。
悪
徳
商
法
等

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
（
無
料
）
／

山
口
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー
　

（
０
１
２
０
）
８
８
０
４
９
６

東
和
局
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
混
信
対
策
に
つ
い
て
お
願
い

（
岩
国
市
や
由
宇
町
、
周
防
大
島
町
の
テ
レ
ビ
受
信
者
の
皆
様
へ
）



16広報すおう大島 平成17年( 2005年)２月号

（２月１日現在）
人　口　　22,291人（24人減）
男　　10,046人
女　　12,245人

世帯数　　11,053戸（18戸減）

森
もり

本
もと

汐
しお

ちゃん
平成16年2月22日生まれ
（大島・小松中田）

内
うち

田
だ

稀
き

夕
せき

ちゃん
平成16年２月５日生まれ

（橘・正分）

発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
企
画
課
蕁
０
８
２
０
‐
７
４
‐
１
０
０
７

印
刷
◆
藤
井
印
刷

下
しも

野
の

悠
ゆう

真
ま

くん
平成16年2月22日生まれ

（橘・秋）

１
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山

口
が
新
鮮
で
お
い
し
い
地
元
産
の

み
か
ん
を
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て

も
ら
お
う
と
、
県
内
の
保
育
園
や

幼
稚
園
に
山
口
み
か
ん
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
周
防
大
島
町
で
は
Ｊ
Ａ

山
口
大
島
組
合
長
の
平
井
昭
輝
さ

ん
が
町
内
の
保
育
所
等
に
10
キ
ロ

グ
ラ
ム
入
り
の
み
か
ん
を
「
お
い

し
い
み
か
ん
を
食
べ
て
く
だ
さ

い
。」
と
１
箱
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

高
たか

橋
はし

颯
そう

真
ま

くん
平成16年2月27日生まれ
（大島・西浜）

原
はら

尚
なお

史
ふみ

くん
平成16年２月18日生まれ

（久賀・向町）

子どものかかりやすい病気と対処法について講演会を開催します。子育て中の方
はもちろん、お子さんに関わる方、関心のある方は、ぜひご参加ください。
◆日時／３月３日貅　午後１時３０分から３時30分
◆場所／しまとぴあスカイセンター
◆内容／講演「子どものかかりやすい病気とその対応について」

講師　キャプテンキッズクリニック　近藤　穂積　先生
◆問い合わせ／健康増進課　大島保健センター　蕁７４－１０１１


